
平成 28 年度「学芸職員部会総会・研修会」を開催いたします！ 
 

帯広市で9月29～30日に開催される平成28年度の研修会について、ご案内します。 

初日に行われる教育分野技術研修のテーマは「博物館と学校がつくる地域学習」です。

近年博物館では、トランクキットなどのパッケージを用いた学校教育との連携が活発化し

ていますが、実際に学校の授業に組込んでいく場合には課題も多くあります。今回の研修

ではトランクキットを活用した博物館の学校教育連携の事例を提示すると共に、現職の学

校の先生にもご参加いただき、お互いの立場から博物館と学校が共同で地域学習を行う場

合の実際的な問題点や解決策について意見交換を行います。 

二日目は帯広百年記念館の見学の他、「石臼の再生」と題した研修もおこなわれます。

体験教材としてよく活用されている石臼の正しい使い方や手入・保管方法について、長年、

石工として石臼の製作や修理に携わっている白石茂雄さんを講師に招き、実技と共にお話

いただきます。 

両日の研修はどれも実践的な研修で、日頃現場に立っている皆さんの力になれる内容に

なっていると思います。奮ってご参加ください！ 

研修会の申込方法 

締切：9 月 5 日（月） 

申込：開催要領にある申込書を下記までご提出ください。 

 〒080-0846 北海道帯広市緑ヶ丘２番地 帯広百年記念館 

 担当：伊藤彩子 fax：0155-24-5357 

 E-mail：ito.ayako@city.obihiro.hokkaido.jp 

 

【一足先にちょこっと紹介 事例報告の予告】 

トランクキットの事例報告について、研修会の前ですが一足先に報告者の方々に報告概

要を教えてもらうことが出来ました。どれもとても魅力的な事例報告だと思いますので、

会員の皆様には記事をご一読いただき、ぜひ当日にもご参加いただきたいと思います。参

加申し込みはまだ間に合いますよ！ 

 

事例報告１ 

学校授業支援事業 土器づくりセット 

 士別市立博物館 森 久大 氏 

 先史文化の学習は、児童生徒が地域の歴史の成り立ちを知り、地域に愛着を持つ上で欠

かすことができない学習内容ですが、学校教育の中では簡単に触れられるだけのことが多

い単元ではないかと思います。考古学がある意味マイナーな分野であり、考古学に詳しく
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ない人が地域の先史文化を、私たちの歴史の一端として取り扱うことが難しいということ

が、その原因の一つではないかと考えます。 

一方で、「土器づくり」や「石器づくり」など、地域で出土した考古資料を題材とした

モノづくり体験は、各地の博物館や公民館が行う社会教育で多くの実践があり、かなり専

門的に踏み込んだ内容で行われています。しかし、それぞれが 1～2 回の単発講座であり

「地域の歴史を学習する」という大きな文脈での実践は行い辛い、というのが現状ではな

いでしょうか。 

 社会教育で行われる専門的な土器づくりを学校教育の教育課程に位置づけて行うこと

は、先史文化を地域の歴史を学習する教材として活用する有効な方法になると思います。

そこで、学芸員が配置されていない地域でも土器づくりを学校授業として実践し、より多

くの地域で郷土学習としての土器づくりを行えるように、考古学の知識がない学校教員が

土器づくりの授業を主導した場合でも基本的な土器づくりを行うことができるような「土

器づくりセット」の制作を試みました。なお、土器づくりセットの制作は、平成 24 年度

学芸職員部会調査研究助成を受けて、筆者と湧別町の林勇介学芸員とが共同で行ったもの

で、士別市及び湧別町で出土した土器を主な対象としています。 

土器づくりセットは次の４点で構成

されています。①「施文具」（土器に文

様をつけるための道具）、②「土器解説

カード」（土器づくりの手本となる写真、

文様の特徴と施文方法、土器の出土地域

等の解説文）、③「土器づくり補助台紙」

（土器の形作りと文様の付け方の台紙）、

④「土器づくり解説動画」（実際に学芸

員が土器製作を行っている様子を撮影

した 10 分程度の DVD）。 

今回の事例報告では、実際に士別市内

の小学校と湧別町内の小学校・高校で「土器づくりセット」を活用して行った実践を踏ま

え、見えてきた成果と課題・展望について報告します。 

 

事例報告２ 

釧路市立博物館のトランクキットを活用した事例 

 釧路市立博物館 貞國 利夫 氏 

まず、当館にてトランクキット（パッケージ型貸し出し資料）を製作するに至った経緯

です。職員が学校に出前授業へ行った際や、学校の先生が子どもたちを連れて常設展示室

を見に来る時など、たびたび質問・相談されたのが「学校の教科書の写真だけでは子ども

たちに内容をうまく伝えることが難しいんです…」というものでした。そして、「博物館

で何か資料を貸し出して頂くことは出来るのでしょうか？」という質問もありました。 

今までも、随時資料の貸し出し受付はしていましたが、それを大きく PR はしていなか

ったように感じます。また、学校の授業向けにパッケージした資料（キット）というもの

もありませんでした。そこで 2014 年度から予算獲得へと動きだし、2015 年度はトラ

ンクキットの製作、2016 年度から貸し出しを開始しています。 



貸し出し分野は近現代の歴史、石炭、昆虫、植物、魚・両生類、鳥の 6 分野です。ど

れも実物資料が入っており、手に取って見ることができます。歴史系分野は大正時代の衣

服や炭砿で働いていた人のヘルメットなど、資料そのものがケースに入っています。自然

系分野の資料は全て樹脂封入標本で、子どもたちが触っている際に落としてしまっても壊

れにくい標本になっています。中身については、研修会当日でもいくつか見て頂けるかと

思いますが、ホームページでも公開していますので、ぜひそちらもご覧になって下さい。 

(http://www.city.kushiro.lg.jp/museum/annnai/toranknaiyou.html） 

当館のトランクキットの特徴は、学校の

先生自身で利用してもらうためのものです

ので、なるべく授業の単元に添う中身にし

てあるのが特徴の一つです。例えば植物な

ら「小学 5 年生 理科 花から実へ」、昆虫な

ら「小学 3 年生 理科 昆虫しらべ」など。

標本の数は限られているので、1 クラス 40

名の子どもたちがうまく観察できるように

人数分のカードを用意したりして工夫して

います。また、授業例プログラムも作成し

て、それを読めば先生自身でトランクキッ

トを使用した授業を展開できるようになっています。研修会当日では、実際に利用された

方々の感想や意見についても紹介したいと思います。 

 

事例報告3 

何が出てくる？！出前授業「ミニ百年記念館」 

 帯広百年記念館 伊藤 彩子 氏 

 帯広百年記念館では、出前授業のプログラムとしてトランクキット「ミニ百年記念館」

を行っています。現在「エゾリスのくらし」と「アカゲラのくらし」の２種類が稼働して

います。 

 「エゾリス」は誰もが一度は見たことがあり（特に帯広市はエゾリスの生息密度が高く

目にする機会が多い）、「アカゲラ」は姿を見たことはなくても、ドラミングなどの音を聞

いたことがある、認知度が高い生きものです。しかし、その生態について詳しく知ってい

る人はほとんどいません。エゾリスやアカ

ゲラという身近な野生生物のくらしを正し

く理解することで、身の回りの自然環境へ

の理解を深めることがこのプログラムのね

らいです。 

 プログラムは資料を詰め込んだボックス

を持って出向き、２人の職員が行います。

「エゾリス（アカゲラ）について詳しい人」

と「よく知らない人」という設定で、さな

がら「夫婦漫才」のように掛け合いをしな



がら授業をすすめます。実はこのプログラムには台本があり、台詞を読めば誰もが授業を

行うことができるようになっています。トランクキットを貸し出し、教員の方が授業を行

うことも可能です。小学生向けの環境教育を中心に、保育園児や大学生、一般などさまざ

まな方を対象に開催しており、屋内もあれば野外もあり、ボックスを持ってどこへでも出

張しています。 

 クイズを解いたり、インタビューをしな

がら授業が進み、そのたびにボックスの中

からはく製などの資料が登場します。ボッ

クスは不透明で、次に何が出てくるのか分

かりません。「わくわく、楽しい」という気

持ちや、毛皮に触れ、観察するという「体

験」を大切にしています。また、子どもの

興味を引き出し、発言を促すような工夫を

取り入れています。 

 学芸職員部会研修会では、ボックスから

何が出てくるのか？！体験していただくとともに、すぐに使える！アイディアを紹介した

いと思います。ぜひ研修会で「わくわく」体験をしてみてください。 

 

☆  ☆  ☆  ☆  ☆ 

 

この他、「学校教育現場から博物館へ望む

こと」と題して、教員の高橋淳一氏（帯広

市森の里小学校教諭）からの事例報告もあ

ります。学校教育の立場から、博物館を活

用した地域学習へのご意見をいただく予定

です。 

事例報告の後には「ワールドカフェ方式」

のグループディスカッションを行います。

各報告者と気軽に質疑応答ができるため、

昨年の研修会で大変好評でした。報告で気

になった点をたくさん質問して、自分の職

場でも活かせる情報を引き出させてもらい

ましょう！ 

 

北のミュージアム紀行～その２～ 

  

北のミュージアム紀行は、北海道内で近年リニューアルされた博物館またはリニューアル

予定の博物館をご紹介するコーナーです。 

第 2 弾となる今回は、「札幌市青少年科学館」のリニューアルをご紹介します。学芸員

昨年のグループディスカッションの様子 



の想いと様々な工夫が詰まったリニューアル、是非、実際に見学に行ってみてください！ 

 

札幌市青少年科学館におけるプラネタリウムの更新について 

札幌市青少年科学館 石丸 和正 氏 

１ プラネタリウム更新の経緯 

 当館プラネタリウムは 1997 年に設置された光学式プラネタリウム（光源と恒星原版、

レンズを用いて星を投影する機器）として㈱五藤光学研究所製「GSS-URANUS」、2005

年に設置されたデジタル式プラネタリウム（星などを CG による映像としてプロジェク

ターで投影する機器）としてコニカミノルタプラネタリウム㈱製「SKYMAX DS」を併

用し 2015 年まで運用してきましたが、機器の老朽化等により事業運営が困難なことか

ら、2015 年 11 月から 2016 年３月にかけて改修工事を行いました。改修内容は以下

のとおりです。 

 

２ 改修内容 

 【プラネタリウム投影機】 

投影に関わる機器は光学式、デジタル式ともに更新

され、光学式プラネタリウムは㈱五藤光学研究所製の

「CHIRON（ケイロン）Ⅲ」、デジタル式プラネタリ

ウムは㈱JVC ケンウッド製の４K プロジェクター２

台を設置し、㈱五藤光学研究所製の映像システム「バ

ーチャリウム X」を採用しました。 

 ケイロンⅢの大きな特徴は、表現できる星の数の多

さです。肉眼で見える約 9,500 個の恒星（主恒星）

に加え、主に天の川に存在する恒星約１億個を一つひ

とつ映し出し、本物に近い、精細かつ奥行きのある天

の川の表現が実現されました。また、主恒星は科学的

に測定された色を再現し、それぞれの星が本物に近い

色となっています。投影機自体の大きさは従来のもの

と比べ約 20％小型化され、ドームに映し出される星

が見やすくなりました。 

 バーチャリウム X では、ケイロンⅢの星に合わせた星座線や星座絵はもちろん、精細

な風景や迫力ある映像を映し出すことが可能となりました。また、市内全小学校のグラウ

ンドから見える風景を投影することができ、各小学校来場時の学習投影（プラネタリウム

を活用した授業）では、これらを活用し、星の見える方向や方角について、より身近に感

じることができるような工夫を施しています。 

【オリジナル番組の制作】 

 プラネタリウム改修に合わせ、当館オリジナルの番組を制作しました。札幌在住の絵本

作家“そら”氏の代表作「ほしをつかまえたおうじ」をもとに小さなお子さまでも楽しめ

るプラネタリウム番組を制作しました。見るだけではなく、小さなお子さまが声を出して

参加できるような場面を設定し、プラネタリウムを敬遠しがちな未就学児（とその保護者）



でも親しみやすい番組となりました。 

【その他】 

 投影機器だけではなく、プラネタリウム

室内および座席の改修も行いました。室内

は車いすでも余裕を持って進める幅の通路

を確保し、室内照明や足元照明も LED 光源

を採用することで安全性・演出性を向上す

ることができ、通常のプラネタリウムのみ

ならず、講演会やコンサートでの演出にも

活用していくことが可能です。 

 また、座席は座面が跳ね上げ式のリクラ

イニングシートを配置し、通路幅を確保しました。さらに後部座席約 70 席を T モード

付き補聴器対応の磁気ループ設備を導入し、聴覚障害者にも利用しやすい環境を整備して

います。 

 

３ 改修後の取り組み 

【学校団体との連携】 

 上記のようにハード面が整備されたことから、まずは学校団体との連携が重要であると

考え、現在学校団体に積極的に活用してもらうため、市内小中学校の教員の意見やアドバ

イスをいただきながら各学年の学習投影の内容について検討しています。学習内容の吟味

はもちろんですが、学習投影の運営方法についても打ち合わせており、現状の当館スタッ

フが一方的に解説を進めるスタイルから、引率の教員にも星の解説に携わってもらえるよ

うなスタイルで進められるよう検討しております。 

【今後の展開】 

 プラネタリウム機器等の更新に伴い、さまざまな事業展開の可能性が広がりました。今

後、職員が操作に熟知することで、より詳細に、より分かりやすく星や天体について解説

することが可能であると考えます。また、ドーム空間を活かしたイベント（コンサートや

講演会等）についても積極的に取り組んでいきたいと考えています。 

 

コラムリレー「北海道で残したいモノ、伝えたいモノ」 

発刊作業進行中！ 
 

 2013 年 3 月 6 日〜2014 年 3 月 13 日までの約１年間、学芸職員部会 HP「集まれ！

北海道の学芸員」上にて、会員有志により週一回のペースで連載した記事が学芸職員部会

設立 40 周年を記念して、ついに冊子化されます。 

冊子 WG の齋藤和範さんに原稿の編集をお願いし、７月に編集原稿を札幌市の出版社

「寿郎社」に入稿しました。現在、寿郎社で再編集作業が進行中で、今年度総会・研修会

までに出版の予定となっており、表紙を含め全体のデザインやチラシの作成などもあわせ

てお願いしています。体裁は四六判で総頁数約 250 頁、1,000 部印刷で、販売単価は

1,500 円を予定しております。 



出版にかかる費用は総額 1,250,000 円（税込）です。昨年の総会で承認されたよう

に、特別会計の 750,000 円を使用し、不足分は冊子の売上金をあてることとなってい

ます。完成した冊子は、9 月 29 日・30 日に開催される部会総会・研修会に持参予定で

す。知人・友人への周知・販売はもとより、館園でのお取扱いや販売先への依頼など、部

会員の皆さまの宣伝・販売の全面的なご協力をお願いいたします。 

 なお本冊子発刊とは直接の関わりはありませんが、現在も部会 HP 上にてコラムリレー

「地域の遺産」が連載中です。連載期間は残りわずかですが、ご希望される方は、大谷事

務局次長（八雲町郷土資料館）までご連絡ください。地域、館園はもとより、会員の学芸

活動のアピールにもなります。部会員みなさまの積極的な投稿をお待ちしております！ 

 

 
 

 
☆ 編・集・後・記 ☆ 
 今号は帯広市での研修内容の紹介を中心にしました。今回の記事をご覧いただき、少しでも多くの

方が研修会に参加いただけることを願っております。また、北のミュージアム紀行も無事に第２弾を

ご紹介できました。北のミュージアム紀行は随時記事を募集しています。リニューアルした施設や予

定している施設の方はどしどしご投稿ください。 

新入会員の募集も随時行っていますので、職場内でまだ会員になっていない方がいればお誘いただ

きますようよろしくお願いいたします。 

（入会申込案内 http://www.hkma.jp/hkcurators-recruit） 
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北海道博物館協会学芸職員部会設立 40 周年記念事業 

コラムリレー「北海道で残したいモノ、伝えたいモノ」 

  ＊タイトルは変更の可能性あり 

 ○規 格 四六判 

 ○部 数 1,000 部 

 ○頁 数 約 250 頁 

 ○体 裁 4C×4 カラー印刷 表紙及び帯付き 

 ○出 版 ９月末 

 ○出版社 寿郎社 


